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まえがき

株式会社三繭コンサルタンツは､社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会の補助を得て､

平成17年12月9日から12月23日まで15日間にわたって､エジプトアラブ共和国における

農地塩害対策のためのプロジェクトファインディング調査を実施した｡.

エジプト国において農業はその生産額のみならず就業人口の面から､長く同国経済の基幹産業

として重要な役割をなしている｡特に1970年のアスワンダム完成後､同国は農地の大排水計

画に取り組み､既にナイル川沿い及びデルタ地区農地の約2百万haについて塩害対策用排水

システム(排水井戸･排水暗渠の建設)を完成させているo排水システムの建設は地下水位の

調節や塩害防止に役立つと同時に､国家経済及び農民双方にとって高収益投資としてその役割

を担っているo

1973年に設立された排水庁(EPADP)は､同国における排水施設の計画･設計･維持管理を担

当しており､海外援助により第一次排水計画(1994-2000)を完了させ､現在第二次排水計画

(2001-2006)を実施中であるo しかしながら､一部の地区では排水施設建設が未整備であっ

たり､既存の排水施設そのものが不十分で機能せず農地塩害が広範囲にわたり発生しており､

既に西デルタ地区では農業を諦め農地を放棄せざるを得ない地区も出始めているoまたナイル

川利用の新規濯親水路の延長地区(シナイ半島北部･地中海沿い)では農地排水施設の立ち遅

れにより塩害が発生しており将来の農業生産が心配されている｡

このような状況の下､エジプトアラブ共和国は農地塩害対策による農地面積拡大･生産性の向

上の実現に向け､日本の技術･経済協力に対して大きな期待を寄せている｡将来､本調査案件

の事業計画が日本政府の協力案件として採択され､我が国と当該国の技術･経済協力として推

進されることを期待いたします｡.

平成18年1月

株式会社 三柘コンサルタンツ

取締役社長 久 野 格 彦
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1.西デルタ及び北シナイ地区農地塩害対策調査

一国名
: (和)エジプトアラブ共和国

: (A)The Arab Republic of Egypt

一案件名
: (和)西デルタ及び北シナイ地区農地塩害対策調査

: (英)The Study fbrlmprovement of Soil SalinityFarmLand in West Deltaand

NorthSinaiDistrict

-調査地区名 (和)西デルタ地域､北シナイ地域

(英)west Delta, NorthSinai

一相手国担当機関: (和)水資源濯概省･排水庁･西デルタ地域排水中央管理所
: (英)Ministry of Water Resources and lrrigation, EgyptianPublic Authority for

Drainage Project (EPADP), West Delta Drainage Central Directorate,

Ministry of Water Resources aJld Irrigation, East Sinai Development

Organization

1.1計画の背景

エジプト国において農業はGDPの15.5%､輸出総額の36%､総就業人口の30%を占め､長く

同国経済の基幹産業として重要な役割を担っているDしかしながら国土面積約100万km2のう

ち96%は砂漠であり､居住可能､可耕地域はナイル川沿い及びデルタ地域のわずかに4%にす

ぎず､この30年間で人口は2倍に増加したため､国民1人当たりの農地面積は0.12フェダン

と世界で最も小さくなっているo こういった背景からエジプト国では新規耕地開発(水平的拡

大)が重要課題となっており､1970年のアスワンダム完成後､同国は農地の拡大に努めてきた,

開発された農地では集約農業が行われ､土地利用も集約的となり､単位収穫量も世界で最も高

くなったが､濯親水による集積塩分の除去と排水性の改良が必要であることが判明し､大規模

な排水事業が開始され､ 2001年までにナイル川沿い及びデルタ地区農地の2百万baについて

塩害対策用排水システム(排水井戸･排水暗渠の建設)を完成させており､ 2006年までにさら

に60万haの排水改善計画がなされる予定であるo排水システムの建設は地下水位の調節や塩

害防止に役立っと同時に､国家経済及び農民双方にとって高収益投資としてその役割を担って

いる｡

エジプトアラブ共和国は､乾燥地域にあり､その水資源のほとんどをナイル川に頼っているo

1959年にスーダンとの間で結ばれたナイル協定は､エジプトのナイル川利用可能量55.5BCM

を定め､それ以降､現在までその水資源量に変更はない｡その一方で､この間に人口は2倍(年

率およそ2.2%の人口増加)となり､農業･工業および生活用水など水需要が逼迫している｡

農業分野においては農業用水の効率的な利用が緊急課題であり､エジプト政府は､ 1970年代か

らデルタ地域において水の効率的な利用を目的として農業排水の再利用事業を行ってきた｡こ

れは､幹線排水路末端に建設するポンプにより排水を幹線濯瀧用水路に注入することで濯概用

水としての再利用を図るもので､現在まで23箇所のポンプ場によって年間4BCMの排水が濯

親水として再利用されている｡エジプト政府は現在の水不足と将来の需要増に対処するため､

これを2017年までに8BCMに増加させる計画であるc

1973年に設立された排水庁(EPADAP)は､同国における排水施設の計画･設計･維持管理を担
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当しており､海外援助により第-次排水計画(1994-2000)を完了させ､現在第二次排水計画

(2001-2006)を実施中である｡しかしながら､一部の地域では排水施設建設が未整備であった

り､既存の排水施設そのものが不十分で機能せず農地塩害が広範囲にわたり発生しており､既

に西デルタ地区では農業を諦め農地を放棄せざるを得ない地区も出始めている｡.また､ナイル

川利用の新規濯親水路の延長地区(シナイ半島北部･地中海沿い)では農地排水の立ち遅れに

より､塩害の危険性が指摘されており､将来の農業生産が心配されているD

1.2 計画対象地域の概況

1.2.1西デルタ地区

(1)西デルタ地区の概況

西デルタ地域の年平均降雨量はアレキサンドリアで198.5mm､ダマンフールで107.2mmと非

常に少なく､そのほとんどが11月から2月に集中している｡月平均気温は1月の14℃から7､

8月の27℃まで変化する｡,

本件対象地区のラヒ-ム地区とブスタン地区は西デルタ地区の西端部にある新規開拓地であ

り､ナイル川から取水するヌバリア幹線用水路(Nubarya)から分岐したナセル用水路(Nasser)の

受益地区であるが､下流部にあるため､排水再利用により濯概用水の塩分濃度が比較的高く

なっているo

ラヒ-ム地区は地区全体で約12万フェダン(5.04万ba)あり､濯淑施設の整備は完了してい

るが排水路施設はまだ完了していないo約15,000フェダン(6300ha)の農地で塩害があり､農

民は農地を放棄した｡.かつては果樹の栽培が中心であったが､塩害のため他の作物に変えたが

それも栽培できなくなった｡.現在排水改善の計画はない｡.

ブスタン地区ではウオーターロギング及び塩害のため利用できない農地が12,100フユダン

(5,082ha)あり､ 15年間問題はなかったが､近年になって塩害が出てきたc.その内1,300フユ

ダン(54611a)は低地であるため排水不良によるウオーターロギングが起こっており､6,300フェ

ダン(2,646ha)では地形的に排水路側が高く､排水路施設が整備されていない｡

(2)塩害の状況

ラヒ-ム地区､ブスタン地区とも圃場にはところどころ塩分が析出している状況である｡耕作

されている部分ではカルシューフ(ヤムイモの種類)､アルファルファが植えられているo 他

にヒマワリ､トマト､スイカ､豆が植えられるD塩害がなければ果樹を栽培したいという希望

が強いoブスタン地区の塩害地区の周辺で排水の問題がない地域では広く果樹が栽培されてい

る｡

(3)塩害対策

ラヒ-ム地区､ブスタン地区ともに塩害地区は主に排水路が整備されていない地区または暗渠

排水の整備されていない地区である｡ウオーターロギングに対しては､農民は独自に客土して

農地標高を高くするなどの対策を行っているものもある｡
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両地区の塩害は排水不良のため濯概用水の塩分が析出したものが主な要因と考えられ､明渠排

水路の整備と暗渠排水路によって解消されると考えられるが､ ｢エ｣国側では現在両地区の改

善計画は計画されていないo

1.2.2 北シナイ地区

(1)北シナイ地区の概要

北シナイ地方の気候は比較的雨が多く涼しい冬季と雨が降らず暑い夏季とに分かれる特徴の

ある地中海性気候である｡春の気候は不安定であり､ハムシーンと呼ばれる砂塵熱風が南方及

び南東より吹く日がある｡最低気温は1月に生じ､月平均最高気温は20℃､月平均最低気温は

8℃であるc 8月の海岸地帯の平均最高気温は31℃､平均最低気温は22℃である0 年降水量は

60mm程度であり､降雨の大部分は冬季に集中し､ 6月から9月までの4ケ月間はほとんど雨

は降らない｡

北シナイ開発事業は､ナイル川のダミエツタポンプ場から取水し､サラーム水路でエルス/レウ

排水路とバハルハドス排水路の排水を濯親水:排水を1 : 1で混入させ､スエズ運河の東側シ

ナイ半島北部の総面積40万フェダン(16.8万ha)に年間4,45BCMを送水し､開発する計画で

ある｡サラーム水路は全路線175kmのうち86.5kmが完成され､ 1997年にはスエズ運河を横断

するサイフォンが完成し､ 1998年にはNO.4ポンプ湯が完成し､これまでに計画の全7ケ所の

ポンプ場のうちNo,6ポンプ場までの6ケ所が完成している｡各地区の面積及びポンプ場は以

下の通りである｡

地区名 ポンプ場 ポンプ場流量 総面積feddan

E1血1aPlain No.4 160m3/s 50フ000

SouthKantara No.4 160m3/s 75,000

Rabaa No.5 112m3/s 70,000

BirElabd No.6 96m3/s 70,000

ElsirandElkuareer No/7 135.000

合計 400,000

計画は現在も進行中であり､ EltinaPlain とSouthKantara地区で農地配分が終わり､耕作し始

めているが､ Rabaa地区とBi工Elabd地区の水路は未整備であり､ EIsirandElkuareer地区は整

備の予定が立っていない｡

農家は大規模農家(500フェダン(210ha)以上)､中規模農家(500-10フェダン)､小規模農

秦(10フェダン(4,2ba)以下)にカテゴリー分けされており､それぞれ50%､ 10%､ 35%であ

る｡主な作物はシュガービート､小麦､大麦､スイカ､アルファルファ､メイズ等である｡牛､

馬､ニワトリ､アヒル､七面鳥等も飼っている｡

Eltina Plain地区は､スエズ運河の竣漢水がスエズ運河から約24kmの範囲まで影響を及ぼし

ており､強度の塩害と重粘土質土壌のため､耕作が困難な地域が多く､現在､排水研究所でデ

モファームにおいて塩害対策の調査･試験を行っており､また､農家独自にリーチング､土壌
改良を行っているものもあるo次ページに北シナイ地区El-SlaamCanalプロジェクトの平面

図を示す｡.

4



lヽ

AREAS OF EL-SALAAM CANAL. PROJECT

EAST AND WEST OF SUEZ CANAL

脚rrEM弧

ニー＼･＼

Plllp■■ ●

､t,,き

.a

･iE-
l

′

～

/入ー-----プアノ/
し

ヽ. ′･~.

I
-
ー
ー

~

~フへ
---〉′/

･
･ -♂

/1

CmAL - ▼EST

1 ▲一■■■▲■■-■l■- ▲JI■●

I 仙L■■■-■h■- I-

I JIAJL叫■h- 【::=Ⅰ=コ
I-■一一■■■■■■■■■■■■■■一■■■■■ 一■l●-

I ■■I一I■l一一■ーIb■l- E::::Eコ
I ■■■Lt■■Lー-- PJNNIh■

也. ⊂:=コ=コ

Pr6Par8丘bF I Bng･血おd皿-h

＼
＼

l

l

I hーl■■■一■■ E:コ=コ
I 一■--JE-■■■● l=コ=コ

● I■■■■一ー■■ 7W一.

■IJ一■J- †■■■■ー

】■LAAJ-I■■■Jdb仙■ 1岬■■■

E= 一l1■■■一ー■.

叫○E Y&t8r ReJIOtLree8 JE brI(&tlon

North SizLd J)B▼dopznozlt Pz'ojoct

For Recl■皿■tloA OE ▲OD.1)00 Fe4du

E■Ft DL Sue乞 CBJLd



宅
i

;

日
量

i

[yyTH 斗､､､㌻,
＼ー~L-A/:工｢.i

写
空

i.-J妻､iiiiii...喜一-..--..i...I
i
I

r~--ー~~~l
【lヨ
【Ⅰコ
t( 阪ー一丁…--阪一ー耳ー一喝--:-__I_≦Ej

…茎J量目＼1J.萱室ーJ‥I[-----lL-----T----

;..≡L.2‥富国
打宮田‥盲;】J】主義37B宣言

-一旦+-二訂-一章-J-5-S-yi:I:=‥‥二‥二=‥二‥…‥‥‥‥i_=J2さ:】J-E5J.7

e

E歪正三亘∈ユ55=二≡野き巴空車E17三=こP1,-､一.-Ti.vLt.二ト=t=亡ー醜｢

:三J2=軒…=主義2-J2-＼
一J1童YJ呈

l

.--=__M_Ⅶ-_Ⅵ_一義≡己i云是iま芦チ宅≡耐--7%._TeTz___-_-

汚8J2官rJ1号;8

汁---+----｣
.責緬闇■■■■田

盲
:⊂

i

7

[∃

lyvThー

L.i-----1H

Ⅶ耶
】

ド----盲サー----辛】盲】呈
-
∩

｢-----一｣---

匝■■■
一

lJ.＼

□
!

L_______

□
I
I

ヽ
2---斗:i:-EE---表毎転Ji削8--AaJ三よむ----J3p[]"il.t&

J6

旨

且

ヨ

′一旦._____

2J8＼!2J6＼,i

…___I,i.:-.---～

qAZ.BA粁:
8.皿ーⅠレ

芦塁⊆

LIE11inaPlainAre耳



エシプilアラブニ資軌野 囲デルタRび赦シナイ磨虞二度朋査

(2)塩害の状況

北シナイ地区で塩害が確認されているのはEltina Plain地区で､現在耕作が行われているもう

一つのSouthKantara 地区では確認されておらず､その他の地区でも将来的な塩害は予想され

ていない｡

EltinaPlain地区の塩害は､スエズ運河の濠漢による海水が地区全体に及ぼすような広範囲に広

がったために生じているG現在は汝深水が広がらないように堤防が建設され､塩害の悪化､拡

大はない｡土壌はナイル川の支流が流れていたため粘土質土壌である｡地区内に排水研究所の

デモファームが2ケ所あり､ 30フェダン(12.らba)と70フェダン(29.4ha)の農地で塩害対策

について研究している｡

渡深された海水の影響によりこの地域の塩分濃度は50っ000ppmもあり､デモファームの表土は

厚さ20cm以上の塩分が固結した層になっているo港慨水の塩分濃度は600ppm-1,000ppmで

あるD このため､この地区の現状での農業は困難であり､入植した農家も養魚場を作って利用

するものが多かったがが､排水庁の指導により､ 2005年から農地として利用するためにリーチ

ングを行ったり､土壌改良を農民独自に始めている｡地区内では耕作された土地がまだ少なく､

わずかな地域でビートなどを栽培している｡

(3)塩害対策

現在デモファームにおいて排水研究所よって塩害対策の試験が進められているoそれによると､

表層30cmの塩分固結層を機械的に除去し､その後海水によってリーチングし､いったん海水

の濃度まで塩分濃度を下げた後3年間濯瓶用水によってリーチングし塩分を除去する計画であ

るo ただし､暗渠排水は計画されておらず､排水性の悪い粘土質土壌を考慮すれば､暗渠排水

の導入によってより効果が期待されると考えられるc.

現在､農民はリーチングを行って塩分除去したり､砂を搬入したり､土壌改良剤を撒いたりし

て土壌改良を行っているものもある｡

(4)塩害対策の効果

EltinaPlain地区に隣接するSouthKantara地区では塩害はなく､小麦､大麦､ビート､スイカ､

メイズ､アルファルファ等が栽培されており､ビートは35t/フェダン､メイズは2.8t/フェダ

ンの収量があり､良好な農地として利用されている｡.農業環境も整備されており､機械はレン

タルで20ポンド伽で借りることができ､ビートの種子は砂糖工場から25ポンドn(gで買い､

砂糖工場が集荷に来るo 肥料も900ポンド/t.､コンポスト800ポンド/tで入手しているo ス

プリンクラーを農家独自で設置して利用しているD

Eltina Plainの塩害対策が行われた場合､ South Kantara地区と同様の良好な農地になると期待

され､ 50,000フェダン(21,000ha)の農地が利用可能になることは農地拡大政策を進めているエ

ジプト国にとって非常に有益であると考えられる｡

7
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1.3 事業実施機関の概要

(1)排水庁の開発計画

水資源濯概省･排水庁(Ministry of Water Resourcesand Irrigation, Egyptian Public Authority for

Drainage Project(EPADP))は1973年に設立され､同国の排水施設の計画･設計･維持管理を担当
しているo

1902年にアスワンダムが建設されるまで｢エ｣国はナイル川の自然流水による濯慨に頼ってい
た｡ 1912年と1933年のアスワンダムのかさ上げによって2毛作､ 3毛作が可能になり､ 1968

年のアスワンハイダムの完成によって年間を通しての濯概が可能になった｡しかしながら､濯

親水の増加によって地下水位が上昇し､ウオーターロギングや塩分集積が進み､排水システム

が必要となってきた｡

1900年以来､潅親水の増加に伴って排水システムも拡大され､現在明渠排水は延長20,000km

に達し､その排水面積は730万フェダン(306.6万ba)に及んでいる｡しかしながら､これら

の排水システムでは不十分であったことから､ 1930年代から暗渠排水の試験を行い､地下水位

低下と塩害の軽減に多大な効果が認められたことから､ 1960年代から暗渠排水システムの導入

を始めたD

以上のような経緯から､ ｢エ｣国はすべての農地に排水システムを備えることを決定し､これ

を促進するために排水庁を設立したo排水庁による｢エ｣国全土の排水整備計画は以下の通り

である｡

明菜排水整備計画 単位1,000feddan (1,000ha)

F!egion TargetÅrea AreaCompleteduntil Expectednewareato

June2002 becompleteduntil

2007

Ni(eDeJta 4,900(2,058) 4.900(2,058)

Uppe｢Egypt 2.300(966) 2,300(966)

Total 7,200(3,024) 7.200(3.024)

Oldnew)ands+new

lands

800(336) 100(42) 500(210)

暗渠排水整備計画 単位1
,OOOfeddan

(]
,000ha)

ReglOn TargetA｢ea AreaCompleted∪ntil Expectednewareato

June2002 becompleteduntil

2012

NileDelta 4.600(1.932) 3,750(1,575) 850(357)

UpperEgypt 1.800(756) 1.450(609) 350(147)

Total 6,400(2.688) 5,200(2,184) i.200(504)
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(2)実施機関

西デルタ地区の本事業計画の直接の実施機関は水資源濯叔省･排水庁(Ministry of
Water

Resources
and
Irrigation, Egyptian Public Authority for Drainage Project(EPADP))傘下である西デル

タ地域排水中央管理所(West Delta Drainage Central Directorate)である｡同排水中央管理所は､西

デルタ地域の中心地のひとつであるダマンフールにあり､財務部局､排水諮問局､機械局､技

術部局から構成されるo このうち技術部局内には理化学試験室を有し､地域内の排水の水質状

況などについて定期的に監視している｡こうした活動は本計画においても有益なものであり､

澄渡水として再利用される排水の水質モニタリングは､本計画の重要なコンポーネントのひと

つである｡

北シナイ地区の実施機関は水資振濯概省傘下の北シナイ開発機構(North SinaiDevelopment

Organization)である｡北シナイ開発機構はスエズ運河東側の北シナイ地区40万フェダン(16.8

万ha)を開拓し､濯親･排水設備の整備､農民の居住区の整備､インフラの整備等を行ってい

る｡

排水庁の組織図を添付資料に示す｡

1.4 事業計画の概要

北シナイ地区では､塩害の原因はスエズ運河のi変i栗時の海水の流入と考えられ､排水研究所に

より塩害対策の研究が進められているところであり､数年後にはその結果がまとめられると予

想される｡.基本的には表層除去､客土､リーチングによって数年で利用可能な農地になると考

えられるが､サラーム水路の塩分濃度が600-1000ppmと高いことから､将来的には暗渠排水

が計画されることが望ましい｡

西デルタ地区では､予算上の問題から具体的な対策事業の計画もまだない｡従って､西デルタ

地区を対象とした基本設計調査を実施する,

西デルタ地域中央排水管理所管轄のナイルデルタ西端部に位置するラヒ-ン地区及びブスタ

ン地区を調査対象地域とし､農地塩害対策事業の基本設計調査を実施する｡基本設計調査では､

対象地域の塩害の程度､範囲､原因､対策方法､濯概･排水施設の現状､水資源､土地利用､

運営･維持管理､地形･地質､水利･水文･気象等を調査し､農地塩害対策事業を策定するo

1.5 総合所見

エジプト国の農業生産(水平･垂直拡大)の拡大は､食糧安全保障の観点から最重要かつ緊急を
要する課題となっている｡本計画の目指す農地塩害対策事業は､同国が別途に推進する排水再

利用等の濯概効率向上のための施策と相まって､その効果がおおいに期待されるo特に､既に

農地拡大施策として排水路整備がされているにもかかわらず､塩害のために耕作ができない状

況を改善することは緊急性かつ事業効果が高いと考えられる｡

しかしながら､北シナイ地区では入植してまだ間がなく､排水研究所の研究が進められている

こと､農民独自にリーチング等を行っているものがあること等から､今後の動向を見守ること

が妥当である｡西デルタ地区においても､ ｢エ｣国側によってある程度具体的な対策事業が計

画されてからあらためてプロジェクトファインディング調査がなされることが妥当であるo

9
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現 地 写 真 集
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Nubaria地区 ラヒ-ム

ラヒ-ム地区塩害農地､アルファルファを構えている⊂.

上記農地の塩分析出状況

1】
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同農地の塩分析出状況

上記周辺農地く.手前排水路｡.

12
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手前カルシューフ(ヤムイモの種類)奥アルファルファ

上記農地隣接排水路｡.

】3



1ジプ‡′アラブ共和野 顔デルタRび:赦シナイ腰棚番

F-:LT~:

手前白い部分に塩分析出がはっきりと見られる｡.

白い部分が析出した塩分c,

14
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白く析出した塩分のため完全に放棄された農地〔.
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Bust且n地区

スプリンクラー濯淑状況

圃場に盛土して高い地下水位の害を防いでいるく.

16
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高い地下水位で湿地となった部分

手前排水路に対して逆勾配となっている地区｡.
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塩分析出によって放棄された農地

塩分析出状況

18
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北シナイ地区

Tina Plain地区

ミ

スエズサイフォン位置からエルサラーム水路

重粘土質土壌のため,濯概後表層が泥状になり､乾燥して固まるo

Ⅰ9
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一部塩分の析出が見られる農地

支線濯概用水路

20
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表層の厚さ20cmもある塩分固結層

21
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圃場内排水路を深くしてリーチングを行って配水改善を行っている農地

22



.=シプFアラ.71jfTu@
昏テニ/i,ク∠交乙雌シナイ感触嘉俄

土壌改良を行っている農地

リーチングを行っている農地
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SouthKantara地区の農地

South Kantara地区の農地
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2.添付資料

2.1調査団員の構成

団 長 工藤 俊徳 株式会社 三砧コンサルタンツ 海外技術部第2課 参事

団 員 田村 栄 同 上 海外技術部 顧問

団 員 千葉 伸明 同 上 海外技術部第2課 主幹

2.2 調査行程(以下､ 2005年)

順 月日 曜日 行程 主な行動

E) 12/09 金 成田-ロンドン 移動o

2. 12/10 土 ロンドン--カイロ 移動○

3. 12/ll 日 カイロ エジプト日本国大使館:野口書記官面会oJーCA

エジプト事務所東駐在員面会○水資源濯概省:堤

地調査工程について協議o

4. 12/12 月 カイロ 水資源濯概省排水庁:現地調査について打ち合わ

せ､資料収集○排水研究所:現地調査打ち合わせ,

資料収集o

5. 12/13 火 カイロ-西デルタ地区 排水庁西デルタ地方局:現地調査打ち合わせ､資

料収集○

6. 12/14 水 西デルタ地区 現地調査o

7. 12/15 木 西デルタ地区 現地調査D

8. 12/16 金 西デルタ地区-カイロ 移動○

9. 12/l7 土 カイロ 室内作業D

10. 12/18 目 カイロ-北シナイ地区 移動o北シナイ開発機構:現地調査工程について

協議､資料収集o現地調査o

ll. 12/19 月 北シナイ地区 現地調査

12. 12/20 火 北シナイ地区-カイロ 北シナイ開発機構:資料収集､打ち合わせo移動

13. 12/21 水 カイロ 水資源濯概省.排水庁:現地調査結果報告､協議o

JⅠCAエジプト事務所:現地調査結果方向o在エジ

プト日本大使館:現地調査結果報告○

14, 12/22 木 カイロ-ロンドン 移動o

15. 12/23 金 ロンドン-成田 移動､帰国ロ
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2.3 関係省庁など主要面会者名簿

月日 曜 役職 氏名

12/1l (日) 在エジプト日本大使館 野中一等書記官

国際協力機構エジプト事務所 東駐在員

㌶主監冨,soTfec濫f.Rffifcseo.uhceeasd.afnSde濫gadon(MWRI),Dr.HusseinI.E1-At&

12/12 (月)
MWRI,MechanicalandElectricalDepartment,Heado

Mr.SamiMoh.FalmiOuf
MED

同上Director Mr.MohamedSayidAboulfotoh

DrainageResearchlnstitute,DeputyDirector Dr.GamalAbdEINasserKamel

同上HeadofPilotAreasUmit Dr.MagdyAlyRagab

EgyptianPublicAnthorityforDrainageProjects,Depu吋 Dr.KalafNasefKhalafDlreCtOr

WestDeltaDrainageCentralDirectorate Eng.AliAdelMohieyE1-Deem

12/13

--15
(水) WestDeltaDrainageCentralDirectorate,Director Mr.Fewzylsmai1

同上 Eng.SaeedElkholy

同上 Eng.SaadMohamedAbokhokha

同上NubariaDrainageDirectorate,Director
Mr.MohamedFathyAbdEIZaher

Sai一

12/18 (日) NorthSinaiDevelopmentOrganization,Director Mr.

同上 Emg.AsblafE1-Sael

同上 Eng.EmadElawady

12/19 (月) 同上 Eng.AshlafEl-Sael

DrainageResearchlnstitute DこMagadyRashad

12/20 (火) NorthSinaiDevelopmentOrgani2ation,Director Emg一As血lafEトSae1

12/21 (水)
EgyptlanPublicAuthorityforDrainageProjects.Deputy Dr.KalafNasefKhalaf
DlreCtOr

WestDeltaDraimageCentralDirectorate Eng.AliAdelMohieyE1-Deem

国際協力機構エジプト事務所 岡本所長,東馬主在員

在エジプト日本大使館 野中一等書記官
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2.4 収集資料リスト

資料名 発行機関

E) PublicationsCatalogue1997/2002 DrainageResearchlnstitute

2. NationalWaterResourcesPlanforEgypt-2017 MinistryofWaterResourcesand

Irrigation

3. ProjectAppraisalDocumentforSecondNational WorldBank

DrainageProject,March2000
4. ArabRepublicofEgyptCountryEnvironmental WorldBaⅠ止

Analysis(l992-2002)

5. Adoptedmeasurestofacema)orchallengesinEgyptlan MinistryofWaterResourcesand

WaterSector Irrigation

6.
ヌバリア地区濯概排水路図

WestDeltaCentralDrainageDirectorate

7.
E1血aPlain地区計画平面図 NorthSinaiDevelopmentOrgamization

8. 北シナイ開発プロジェクト NorthSinaiDevelopmentOrgamization

9. AgriculttmlStatistics,Volumel,WinterCrops2004 MinistryofAgricultureandLand

Reclamation

10. StatisticsonCropProductionfortheYear2003 MinistryofAgricultureandLand

Reclamation

ll. TheStatisticalYearBook1995-2003 CentralAgencyforPublicMobilization

andStastics

12. AgriculturalStatistics,Volllme2,Sllmmera皿dNile MinistryofAgricultureandLand

Crops Reclamation

13. TheFi允hFive-YearPlanforSocio-Economic MimistryofPlarming

De∇elopme皿t(2002-2007)FirstYeaⅠ

14. TheEconomicandSocialDeVelopmentPlanfbr MinistJyOfPlanning

'2003/2004

15. WaterfortheFuttJre,NationalWaterResourcesPlaJ1 MinistryofWaterResourcesand

2017 Irrigation

1(;. TheStaーisdcalYearBook2004 CentralAgencyforPublicMobilizadon

andStasdcs
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(2)

Staff No. of EPADP (Current)

Civil

Engineers

Mecba山cal

Engineers

Others Total

HeadQuarters 16 1 91 108

Studies&

Design

18 6 76 100

Construction

Design

EE 2 42 55

Monitorlngand

Evaluation

2 5 71 78

Financialand

Administrative

affairs

181 181

EastDelta 107 35 1081 1223

MiddleDelta 92 29 1040 ll()1

WestDelta 55 5 565 625

MiddleEgypt 65 20 813 898

UpperEgypt 45 17 1026 1088

Total* 411 120 4986 5517

* This statistics dose not include those whom are in unpaid

vacation.





(3)

The current organizational structure of EPADP will be changed

due to the establishment of the Integrated Water Management

General Directorates. These new directorates will have the

responsibility of maintainlng drainage networks ･

The Institutional Reform Unit put a vision for the Ministry

organizational stmcture in the丘1ture･ This vision put EPADP as a

Project Sector that will be responsible fわr executmg all the

Ministry proJ eCtS.

For these reason, EPADP organisational structure will be reduced･

As EPADP will be responsible of executlng all the
Mimistry

projects, The five sectors will remain but the general directorates

will be reduced but stillspread all ove Egypt･

Staff No. of EPADP (Future)

Civil

EnglneerS

Mechanical

EnglneerS

Others Total

HeadQuarters 10 90 loo

Studies&

Design

10 5 70 85

Construction

Design

20 20 40 80

Financialand

Administrative

affairs

150 150

EastDelta 60 10 620 690

MiddleDelta 50 10 390 450

WestDelta 35 5 410 450

MiddleEgypt 55 10 670 735

UpperEgypt 30 10 710 750

Total 270 70 3150 3490


	表紙
	まえがき
	目次
	調査対象位置図
	1.西デルタ及び北シナイ地区農地塩害対策調査
	1.1計画の背景
	1.2計画対象地域の概況
	1.2.1 西デルタ地区
	1.2.2 北シナイ地区

	1.3 事業実施機関の概要
	1.4 事業計画の概要
	1.5 総合所見
	現地写真集

	2.添付資料
	2.1調査団員の構成
	2.2調査行程
	2.3関係省庁など主要面会者名簿
	2.4収集資料リスト
	2.5排水庁組織図


